




















（2）2L でも前後左右が長くても 1t 超えてもロードスターはロードスターだった。	
（3）料理ができるってインスタントラーメン？	
インスタントラーメンだって料理は料理です。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 作例	






（6）辞めるなら辞めるで早く決断した方がいいよ。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 作例	
	 これらは「A といえば A」「A といったら A」「A なら A」という形式で、「A ば B」「A

































	 牧原（2017）では、以下の 2 つのコピュラ型の繰り返し発話は、異なる命題レベルの意
味を有しているという立場を採っている。例を見つつ考えてみたい。	
	 （1）A:トートロジーって何？	
	 	 	 	B:トートロジーはトートロジーだよ。	
































	 （7）A:明日、佐藤や松崎とサッカーの試合見に行くんだけど、一緒に行かない？  
	 	 	 	  B:僕はバーベキューが好きだなあ。	
	 （8）A:今日は暑いですね。  
	 	 	 	  B:今日は金曜日ですよ。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 山岡・牧原・小野（2010）P.40 
これらの例は、「関連性のあることをいうこと」というグライスの関連性の原則に違反する
ために、適切な会話となっていないとして提示されているものである。	



























ることが有用であると考える。この点については 5 節で検討する。  
	
4.コピュラ型繰り返し表現	
コピュラ型繰り返し表現とは、「N1 は N2 だ」（N＝名詞）の形式を持ち、N1 と N2 が同
一名詞句であるというものである。形式的には類似していても、「行くことは行く」「美味
しいことは美味しい」等の「V ことは V」「A ことは A」のようなものは、コピュラ型には
含めない。これらは「行くことは行くことだ」「美味しいことは美味しいことだ」のように、

















意味構造  例文  
措定文  あいつは馬鹿だ  
倒置指定文  幹事は田中だ  
倒置同定文  こいつは山田村長の次男だ  
倒置同一性文  ジキル博士はハイド氏だ  





措定文	 	 	 	 【指示的名詞句】は【叙述名詞句（非指示的）】だ。  
倒置指定文	 	 【変項名詞句（非指示的）】は【指示的名詞句】だ。  
倒置同定文	 	 【指示的名詞句】は【指示的名詞句】だ。  
倒置同一性文	 【指示的名詞句】は【指示的名詞句】だ。  




を B とする構造であり、措定文と考えられる。また、変項名詞句は、変項 x を含み、x を
埋める値を求める名詞句であるとし、「幹事は山田だ」は、誰が幹事かわからないという変
項を A とし、変項 x を埋める名詞句「田中」が B という構造となっているとする。倒置同
定文については、注意すべき点として、名詞句 B は、A を同定するための特徴記述を満た
すものを指示するものであるとし、A は B という特徴記述を満たす「もの/人」であると
述べることで、A の指示対象を他から識別して認定するとしている。「こいつは山田村長の
次男だ」「本書は、涙なしにドイツ語をマスターできるものです。」などがその例である。












措定文:「A は B だ」で、A は B の性質を持つという意味をあらわす。  
「あいつは馬鹿だ」とは言えるが、「*馬鹿があいつだ」とは言えない。  
	 倒置同一性文:「A は B だ」で A＝B といういことを表す。  
	 	 	 	 	 「ジギル博士はハイドだ」（＝「ハイドがジギル博士だ」）  
ここで、これまでに挙げた、「N1 は N2 だ」の形の例文が、どのようなコピュラ文に該
当するのかを検討していきたい。	
まず、例文（2）（3）のタイプを見てみたい。（2）は「2L でも前後左右が長くても 1t 超
えてもロードスターはロードスターだった。」というものであったが、ここでは、最初の名






















Ⅰ.措定文型:「N1 は N2 だ」で、N1 は N2 の性質を有しているということを表す。	
	 	 	 	 	 	 N1 は指示性名詞句であり、N2 は叙述名詞句である。	
例）やっぱり、ロードスターはロードスターだ。	
	 	 	 	 		 	 	 	 	インスタントラーメンだって、料理は料理だ。	
Ⅱ.倒置同定文型：「N1 は N2 だ」で、N1 と N2 は同一の指示物を示す。	
	 	 	 	 	 	 	 	 N1、N2 ともに指示性名詞句である。	
	 	 	 	 	 	 例）トートロジーって何？	
	 	 	 	 	 	 	 	 トートロジーはートロジーだよ。	
このように、コピュラ型の繰り返し表現には、措定文としての意味構造を持つもの、倒









（2）2L でも前後左右が長くても 1t 超えてもロードスターはロードスターだった。	
（3）インスタントラーメンだって、料理は料理だ。	
の例では、「2L でも前後左右が長くても 1t 超えても」「インスタントラーメンだって」と
いう前置きがなされてから繰り返し表現が用いられている。	



























































	 	 	 	B:トートロジーはトートロジーだよ。	
	 	 （15）A:課長、やり直しってどういうことですか？	
	 	 	 	 	 B:やり直しってことはやり直しってことだ。（5）	
	 	 （16）A:あんた、名前は？	








	 	 	 	 	 猫ってどんなですか？	










































本稿では、日本語の繰り返し表現の中でも、「N は N だ」というコピュラ型の表現に焦
点を当て、その命題レベルの意味から分類を行い、それぞれのタイプにおける意味解釈が
どのように行われるのかについて語用論的に考察を行った。しかし、「テストはテストでも、
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